




I (5o点）

次の□戸］からビ：］にあてはまる数または式を解答欄に記入せよ。

(1)方程式(a - 2)x + (2a + l)y + 3a + 2 = 0で表される座標平面上の直線は，実

数aの値によらず点（［ア］［f]）を通る。

(2)方程式cos2x = sin紐の解をー7fくa•� 7fの範囲ですべて求めると， □？]で

ある。

(3) 26100 は142桁の自然数である。したがって，[£];; log10 26< 口�+0.01

が成り立つ。さらに，2688 は □i]桁の自然数である。

(4)初項がaで公比が ，rの等比数列を考える。ただし，aとr•は正の実数で，＇I• は

1でないとする。初項から第n項までの和を品で表すとき，邑9 -1をrで
S10 

表すとき＿ 1=口：となる。S10 = 900でS20 = 1000のとき，茫の値は
S10 

芦 ＝ 丑］である。また，一已ーの値は 一巴ー＝［ク］である。よって， S15
1 -r 1 -r 

の値はS15 ＝ ［グ］である。

(Iの問題はここまで）
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Il (5o点）

原点を0とする座標空間を考える。中心が0で半径が1の球面をSで表し，3点

A(l,0,0), B(O, 1,0), C(O,O, 1)を考える。豆し＝ 1, 面仁了，祝ぎ＝了とすると

き，以下の［？］から口：］にあてはまる数または式を解答欄に記入せよ。

(1)線分OAの中点をDとし，直線CDとSの交点でCと異なる点をEとする。

団と嘩を1, 見言を用いて表すと，面に［B, 嘩＝口｛］である。

(2) z = 0で与えられる平面上の点Fが，面F. 了> 0と回3 ．団ぷ＝ 0をみたし

ているとする。t＝涜．了とするとき，西ぷを 1, 了，言ぉよびtを用いて

表すと，団＝口句である。さらに，直線CFとSの交点でCと異なる点を

Gとする。改を 1, 了，言ぉよびtを用いて表すと，西に口：］である。

司．了の値が最大になるのは，t＝□i]のときである。t＝口；］をみたす

ときのGを，Hで表す。

(3) (1)で考えた点Eと(2)で考えた点Hに対して，平面CEHとSの共通部分と

して定まる円周をKで表す。Iくの中心の座標は，（□互］，□E],[?]) であ

る。また，0から平面CEHにドろした垂線の長さは［グ］である。

(IIの問題はここまで）
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m (5o点）

aを正の定数とする。xの3次関数f(x)= x3 -3ax門こついて，以下の［ア］から

万］にあてはまる数または式を解答欄に記入せよ。

(1) f（．℃）の導関数は，f'(1:)=�]である。f(.T)は印＝で］のとき極大値万］

をとり， X＝巨：］のとき極小値［王］をとる。

(2)座標平面において，曲線y = f(x)と直線y＝□王］の2つの共有点のうち，

（互］， □王］）と異なる点をAとすると，Aのェ座標は□五□である。さらに，

曲線Y = f(x)上の点P(p,f(p))を，f(p)＃冴］をみたすようにとり，点P

から直線y=□i]に下ろした垂線PQを考える。線分AQ,線分PQおよび

曲線Y = f(x)で囲まれる部分の面積 注 をS(p)とする。 このS(p)をaとpを

用いて表すとS(p）＝口亡である。

注囲まれる部分が2つあるときは，それらの面積の和をS(p)とせよ。

(3) (2)の 3つの点，A, P, Qを頂点とする三角形APQの面積をT(p)とすると

き，T(p)をaとpを用いて表すとT(p）＝［ク］である。

(4)方程式互＝k (kは定数）が，f(p)＃ビ［］をみたす実数解pをもつような
S(p) 

Kの最大値は［グ］である。

(IIIの問題はここまで）
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